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１． はじめに 

建設業における生産性向上の取り組みの一つとし

て，点群データを活用した現場業務・作業の効率化

がある．鉄道の連続立体交差工事のように，長大な

構造物の工事においては，その寸法測定に要する時

間や手間が多く必要になる．そのような工事におい

て，本稿では効率的に寸法測定を行うことを目的に

点群データを用いて施工基面幅を計測するにあたっ

ての問題点と解決策を報告する． 

２． 施工基面幅の計測 

鉄道施設の新設・改良工事においては，鉄道事業

法に基づき，供用開始の前に検査を行い，技術基準

との整合確認を行っている（以下，完成検査）． 

その項目の一つに施工基面幅がある．施工基面幅

とは図-1の A に示すように軌道中心から高欄等ま

での水平距離をいい，保守作業の作業性等を考慮し

決められた幅である． 

今回点群データを用いた施工基面幅の計測を行っ

たのは，新潟駅付近連続立体交差事業※1における高

架橋の完成検査である．高架橋の計測延長は約 1．

3km であり，施工基面幅の計測箇所は約 200 箇所に

及ぶ（図-2）．今回の施工基面幅の計測箇所には高

欄・電柱基礎・ダクト（保守用通路）等があり，そ

れらの項目について点群データを用いて計測し，完

成検査の適用に取り組んだ． 

３． 点群データを用いた測定 

3．1．点群データの取得 

今回，点群データの取得するため，3 次元レーザ

ースキャナーを使用した．図-3に計測間隔と計測器

とレールの位置関係を示す．施工基面幅計測にあた

り，取得した点群データから，3．2．で述べる軌道

中心線の抽出を行うが，軌道中心線の連続的な抽出

に重要な計測間隔やレールからの離れを事前に決定

するために，文献 2 の算定式を用いて，使用した 3

次元レーザースキャナーの解像度とレールからの離

れから計測間隔を導き，計測を行った．レールから

の離れは 2m，計測間隔は 20m 毎として測定を行っ

た（図-3）．  

 

図-1．施工基面幅の概要  

 

 図-2．施工基面幅の計測範囲（赤ハッチング）  

 

図-3．計測時の諸元   

 

図-4．軌道中心線抽出の前後 

3．2． 軌道中心線抽出 

 図-4に Railway-Eye※3を用いた軌道中心線の抽出

を示す．施工基面幅を計測する際に基準となるのは



 

軌道中心線である．点群データだけでは軌道中心か

らの計測が困難である．そのため，点群データから

レールのモデルをフィッティングすることで軌道中

心線を抽出することができるソフトウェアである

Railway-Eye を使用し，3．1．で取得した点群デー

タから軌道中心線を抽出した． 

3．3． 点群データを用いた施工基面幅の計測 

図-5に点群データからの施工基面幅の計測例を示

す．施工基面幅を計測するためには，軌道中心から

対象構造物の水平距離を測る必要がある．そのた

め，Railway-Eye 機能を活用し，抽出した軌道中心

線上に垂直な面（以下，軌道中心面）を作成すると

ともに，計測箇所の構造物側の点群から面（以下，

構造物面）を作成する．構造物面は，計測箇所の点

群を範囲指定し，その範囲内の平均的な位置に面の

モデルが形成される．作成した構造物面から軌道中

心面に垂直な距離を計測し，施工基面幅とした． 

４． 計測精度の確認 

点群データによる計測は今までの完成検査での適

用の前例がないことや，その誤差の設定基準がない

ため，その誤差と信頼性の確認が必要であった． 

そのため，従来の施工基面幅計測で行っていた方法

（以下，手計測）（図-6）と，点群データから得ら

れた寸法との差を誤差として整理した(表-1）． 

手計測は約 200 箇所について行い，同じ位置の点

群データからの計測値と誤差を算出した．図-8に手

計測との誤差を示す．グラフ横軸が手計測との

1mm ごとの誤差，縦軸が誤差ごとのデータ数であ

る．誤差算出の結果，手計測との平均差は 1.0 mm

程度であり，最大差は 14mm であることを確認し

た．14mm を超える値が 3 か所あったが，計測時に

施工中であったケーブル等の支障物の箇所や信号設

備箱の取手を計測する箇所で点群の点が疎だったた

め，有効な計測ができない箇所であった．今回の完

成検査に向けては，最大差である 14mm を点群デー

タによる施工基面幅の計測値の誤差として設定し

た．これにより，点群データを用いた施工基面幅の

計測値から 14mm を差分した値が施工基面幅の基準

値を下回る数か所は手計測を行うこととし，それ以

外は点群計測値を検査に活用した (図-7)． 

 

５． おわりに 

本稿では鉄道高架橋の施工基面幅計測に点群デー

タを活用し，点群データの誤差を考慮しながら検査

に適用することができた．今後は他の検査項目に範

囲を広げ，検査で点群データの活用を行い，検査業

務の効率化を進めたい．  

 

図-5．点群データによる施工基面幅の計測の例 

 

図-6．従来（手計測）の様子 

表-1．点群計測と手計測の比較

 

 

図-7．点群計測と手計測の差のヒストグラム 
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